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1 問題意識
今年で 4 年目を迎えた「つづきジュニア編集局（注

1）」は子どもたちの目線で都筑区の魅力を発信していく
ことを目的とした地域メディア活動である．従来は，子
どもたちが地域に向けて情報発信するという活動で，海
外と交流したり，インターネットで情報交換したりする
機会はなかった．そこで 2012 年度は，日米間交流を支
援する非営利団体である JAPAN SOCIETY（注 2）が提
供するコミュニケーションサイト「going global」を導入
して海外の子どもたちと交流することを提案し，つづき
ジュニア編集局の活動の幅を広げることを目指した．こ
のような活動は海外の子どもたちに日本のこと，都筑区
のことを知ってもらえる良い機会であり，ジュニア記者
にとっても，外国の文化への関心，さらに振り返って自
らの地域への関心を新たにすることができるよいきっか
けになると考えられる．

また，子どもたちの国際交流に情報コミュニケーショ
ン技術（ICT）を導入した場合，ICT についてのリテラ
シーの低さが成果に大きく影響を与える場合が多いが，
今回，この SNS を紹介するつづきジュニア編集局では，
従来から「NOTA（注 3）」という内部コミュニケーシ
ョンサイトも利用している．こちらは極めて活発に利用
されていることから，このサイトの利用と比較すること
で，SNS を特に国際交流に用いることの効果やそこに

生じる諸問題を明らかにすることができると考えた．

2　先行研究
外国の人びとと国際交流を行うことで，海外への関心

や理解を深めるという活動は，小・中・高等学校におけ
る総合的学習のテーマとしてもしばしば取り上げられる
テーマである．この 20 年ほどの間に技術が飛躍的に発
展し，海外との通信を用いたコミュニケーションは極め
て低コストで行えるようになった．近年では，オンライ
ン TV 会議やチャットなどを用いてリアルタイムにコミ
ュニケーションを行うことも可能であり，またテキスト
だけでなく，画像や音声，動画などを活用したコミュニ
ケーションによって言葉の壁をある程度低くすることが
できるなどのメリットがあり，注目されている．

成瀬（1993）は早くからパソコン通信を利用して，
英国北アイルランドにある高校と日本の高校の間で，電
子メールを使った交流を行い，そのような国際交流学習
が効果的であるためには，目標の設定，生徒にとっての
実現性の高さ，長期的な計画，グループ活動などがカギ
になると指摘している．またその後のインターネットの
発展を踏まえた事例の中では，テレビ会議などのマルチ
メディア，同期的コミュニケーションの利用が，電子メ
ールのみの交流より効果的であること（成瀬・山西・長
山，2002）などを示唆している．奥林ら（2011）でも，
高校生同士の交流学習の事例で，文章よりも動画の方が
繰り返し閲覧され，高校生自身も，「写真を添付したほ
うが，内容が伝わる」など，マルチメディアを活用した
手がかりを高く評価していることが明らかになった．

また小学校などより年齢層の低い子どもたちを対象と
した場合には，言葉の壁がより問題になるが，これにつ
いては，今後，自動翻訳の機能向上によるコミュニケー
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ション支援が現実的なレベルになっていくことが期待さ
れる．実装はされていないが，このような機能を組み込
んだアイデアも試作されている（西田ほか，2002）．

また成田ら（2007）は，途中に翻訳者が介入するこ
とによって，人力でこのような言葉の壁を乗り越えよう
とする試みをしている．彼らの取り組みは日英国際交流
サイト「Japan UK Live!」を用いている．このサイトで
は小学校 1，2 年生や中学校での実践事例もあり，学習
効果として（1）自国や自分の地域を紹介することで，
異文化理解に加えて自分の住む地域の文化の発見，理解
につながった　（2）英語学習の必要を感じ，意欲が増
した　（3）国語科や社会科のカリキュラムに取り入れ
たことで教科の学力向上につながった（中学校の事例）

（4）相手と交流するという目的意識が明確であるためコ
ミュニケーション能力や情報モラル，情報機器の操作ス
キルが自然と身についた　という 4 点を挙げている．こ
のうち，（1）（2）などは成瀬（2004）も高校生を対象
とした分析でデータとして示している．

また成瀬ら（2002）は，ネットワークを利用した海
外との交流学習の指導者 30 名にアンケートを取り，彼
らから見た課題とその要因について，参加者が 30 人未
満の方が，それ以上の場合より，生徒間の協力が身につ
きやすいこと，指導者が一人で実践している場合のほう
が言葉の壁を大きいと感じており，複数の教師の協力体
制や学外からのサポートが重要であることなどを挙げて
いる．

Latour（2005）は，アクターネットワーク論の観点
から，社会的なものとは，もともとテクノロジーを含ん
で一体として成立しており，テクノロジーなどの非人間
的な要素をいわゆる「社会」や人間的要素と切り離して
考えることはできないとしている．このような観点にた
った時，テーマの設定や運営，技術的な問題などがどの
ように影響しあって実践が成立しているかを検討するこ
とが重要だと考えられる．ICT を活用した上述のような
活動も，有効に機能するためには，システムの使いやす
さのような技術的要素と，コミュニケーション内容や書
き込みをするコミュニティのあり方，活動の組織化など
の社会的要素が有機的に一つのネットワークとして機能
していることが必要である．実際に一定の成果を収めて
いる活動は，意図的にか否かは別として，さまざまな工
夫によってそれを実現していると考えられる．本研究で
はそのような社会―技術的なネットワークの観点を特に
意識しつつ，本取組を考えることとする．

3　目的
本研究では，地域メディア活動に，新しく国際交流を

目的とした SNS を取り入れた際の利用状況を，従来か
ら内部向けに使っているコミュニケーションサイトと比

較すること，SNS を用いた国際交流による外国への興
味関心の変化を明らかにすることを目的とする．

3．1　going global と NOTA の利用状況の比較
going global は JAPAN SOCIETY においての国際交

流に使われているサイトである．主に学校での学習に利
用することを意図して，交流先相互の教師が中心となっ
て運営するようデザインされている SNS であり，実際
の参加事例としては，英語や総合的学習の授業の一環，
あるいは有志生徒によるによる放課後のグループでの活
動参加などがある．プロジェクトの例として，ビデオに
よる自己紹介や，生徒たちの地元紹介やディベート，
2011 年に日本も含め世界各地で観察することができた
金環食を扱った交流など，テーマを決めたプロジェクト
などがある．参加する教員や学校は，JAPAN SOCIETY
のコーディネータと相談しつつ，自由にプロジェクトを
たてることができる．登録者以外には各内容は見えず，
書き込みもできないため，児童・生徒の安全にも配慮さ
れている．

今回つづきジュニア編集局は going global で「よこは
まレオニアプロジェクト」というプロジェクトに参加
し，アメリカのニューヨーク州レオニア地域の子どもた
ちと交流することになった．

一方，NOTA はブラウザ上で自由にホームページを
作ることができるコミュニケーションサイトである．サ
イトはグループで共有することができ，複数のパソコン
から同時にページの編集を行うこともできる．つづきジ
ュニア編集局では，2010 年から NOTA を利用してお
り，ジュニア記者同士や大学生との内部コミュニケーシ
ョン，取材の連絡などに使われている．

本研究では第一の目的として，going global でのやり
とりなどを，NOTA の利用状況と比較し，利用状況を
規定する要因を分析する．なお，going global と同様，こ
こで用いている NOTA もクローズドサイトになってお
り，関係者以外は閲覧できないようになっている．

3．2　going global を使ったことによる日本や外
国への興味の変化

先行研究にもあるように，going global を使って実際
に外国在住の子どもと交流をすることにより，外国への
興味が一層向上するのではないか，さらに，日本を外国
の子へ紹介することにより，日本や地域への興味も向上
するのではないか，と予想した．

4　フィールド概要
「つづきジュニア編集局」全体の概要は本号掲載の守

田・實方・中村論文を参照．ここでは，去年まであった
企画部，文化部，社会部に加えて新たに設置された国際
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部を中心に説明する．国際部は going global への参加を
きっかけに国際交流に関心がある子どもたちに声をかけ
ることで生まれた．2012 年度のジュニア記者 53 名の
うち，国際部に所属した者は 18 名であり，結果的に 4
つの部のうちで最も人数が多かった．2012 年 4 月に行
った事前アンケートによれば，回答してくれた 36 名の
ジュニア記者のうち，20 名は海外に行ったことがある
と回答しており，もともとジュニア記者は海外経験が多
く，外国の文化にも関心が高い（26 名）．英語に触れる
機会がある子どもも多く（28 名），「日本のことを外国
に伝えてみたい」という回答も 32 名とほとんどが「は
い」と肯定している．

交流相手となったのは，アメリカニューヨーク州レオ
ニア地区在住の小学生から中学生の年齢段階の子ども 6
名である．前述のように，going global は，もともとは学
校間コミュニケーションのためにデザインされた SNS
だが，今回は日本側が学校を超えた自主的活動のグルー
プであることから，交流相手も，地域に住む子どもたち
が紹介された．なお，6 名の子どもたちの大半は日系で
あり，日本語は母語ではないが日本語学校にも通い，あ
る程度読み書きができる．またアメリカ側のコーディネ
ータ役は JAPAN SOCIETY において going global のア
メリカ側責任者でもあるロバート・フィッシュ氏夫妻が
担った．

5　調査方法と調査の概要
5．1　参与観察

つづきジュニア編集局の子どもが参加した取材，会
議，放送局に大学生スタッフ 8 名が同行し，参与観察

を行った．期間は 2012 年 4 月 21 日〜12 月 18 日（会
議 7 回，取材 12 回　計 19 回）である．取材のうち，
国際部取材と位置づけられたのは，たまたま来日したフ
ィッシュ氏のインタビューおよび都筑区に住む外国人住
民らの支援を行う NPO である，つづき区民交流協会が
運営する「都筑多文化・青少年交流プラザ（通称マイプ
ラザ）」の取材の 2 件である（他にも候補はあったが
2012 年度中には実現しなかった）．

取材だけでなく，国際部の会議の際に，ジュニア記者
が going global を使っている時の会話なども記録とし
てフィールドノーツを取っている．

5．2　going global 上の観察
国際部の子ども 1 人ひとりのアカウントを作り，ア

メリカニューヨーク州レオニア地域の子ども 6 名と
going global で交流を行った．そこでのやりとりをまと
め，NOTA との比較を行った．ジュニア記者だけでな
く，スタッフも書き込みを行った．going global を利用し
た子どもは国際部 18 名，レオニアの子ども 6 名．1 人
当たり書き込み数 6.1 件（レオニアの子，大学生も含
む）（2012 年 5 月 17 日〜12 月 21 日）．

5．3　NOTA 上の観察
2010 年から，つづきジュニア編集局の子どもに

NOTA の個人ページを作り，そこで交流してもらって
いるが，そこでのやりとりをまとめ，going global との比
較を行った．子ども達の個人のページは自己紹介や掲示
板，絵を書いたりなど自由に使ってもらっている．ま
た，個人ページの他に取材の感想を書いてもらうページ
や，それぞれの部のページもあり，取材についても
NOTA を使って連絡を取り合っている．子ども達だけ
でなく NPO の運営スタッフや大学生も利用している．
NOTA を利用した子どもは 53 名中 47 名．1 人当たり

3

表1　各コミュニケーションサイトの特徴

図1　取材の様子
JAPAN SOCIETYのロバート・フィッシュさんにイン
タビュー（著者ら撮影）
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書き込み数 17.2 件（2012 年 4 月 23 日〜12 月 21
日）．

5．4　アンケート調査
アンケートは事前アンケートと事後アンケートの計 2

回行った．
（1）2012 年 4 月 21 日　事前アンケート：回答数 36

名（うち国際部 11 名）：ジュニア編集局参加者全
員に向けて，海外に行ったことがあるか，外国の文
化に興味があるか，などを聞いた．

（2）2012 年 12 月 16 日　事後アンケート：回答数 27
名（うち国際部 8 名）：ジュニア編集局参加者全員
に向けてのアンケートと国際部の子どもへのアンケ
ートを実施．全員に向けてのアンケートは，NOTA
の見る頻度，NOTA を使っていて楽しかったこと
などを聞いた．また国際部にのみ質問した部分で
は，外国への興味が向上したか，国際部でもっとや
りたかったこと，楽しかったこと，困ったことなど
を聞いた．

5．5　スタッフインタビュー
2012 年 12 月 16 日クリスマス会終了後，1 時間程度

つづきジュニア編集局を運営している NPO スタッフ 2
名に，国際部のあり方，SNS を今後どう使っていくか
などをインタビューした．

6　結果
6．1　going global と NOTA の利用状況の比較

going global の更新状況は，1 人当たり書き込み数 6.1
件，NOTA の更新状況は，1 人当たり書き込み数 17.2
件である．

going global の話題は，文化のことや学校のこと，おし
ゃれについてなどである．テキストだけでなく，話題に
ついての写真を投稿したり，ビデオで自己紹介や日本で
流行っている遊びを投稿した．レオニアの子どもたちか
らもビデオで地域のお祭りの様子が投稿された．基本的
にやりとりは日本語で行ったが，出来る子は英語でのや
りとりも行った（図 4）．NOTA は自己紹介や取材のこ
となど，自由に書き込みをしている．また，図形やペン
ツールがあるため，絵や記号を出してページを飾り付け
して使っている子もいる．掲示板やカウンターの設置を
している子どもも多い．

going global は 5 月 20 日の国際部会議で初めて紹介
され，その日は 18 回書き込みがされた．子どもたちは
その日に初めて going global を使用したが，学生スタッ
フのフィールドノートには「サイトにアップ出来るパソ
コンが 2 つしかなかったので，待っている国際部 A の
子達は自分たちでビデオを撮っていたり，それぞれに楽

しんでいた．（5 月 20 日　藤田 FN 国際部会議）」と
記録され，子どもたちが非常に興味を持ち，興奮して取
り組んだこと，またすでにビデオレターを撮って送ろう
としていたことが分かる．

子どもたちの反応がよかったことから当初は従来から
ある NOTA サイトと同様に，自宅からも子どもたちが
自発的にアクセスして利用してくれることを期待し，国
際部のメンバーには一人ひとり個別にアカウントを作成
したが，その後，going global は思ったほど活発に使われ
なかった．

とくに 8 月は書き込みゼロだった．レオニアからの
書き込みもなかった．9 月は全体会議が行なわれ，その
際に希望者は残って書込したため，投稿が増えている．
しかし 10 月，11 月はまた全体会議が行われなかった
ため減少した．12 月はクリスマス会が行われたが，そ
の時，レオニアからの投稿があり，それを知ってクリス
マス会が終わった後にその場で書き込みをしてくれる子
どももいた．その日から書き込みが少し増えた．

NOTA では会合がなくても一定量のコミュニケーシ
ョンが行われているのに対して，会議がない週の書き込
みが極端に少ないことが分かる（図 2，3 参照）．

図2　週ごとのgoing globalの書き込み件数

図3　週ごとのNOTAの書き込み件数
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これらの経過から，大学生がある程度促せば書き込み
の回数が増えること，また会議場面でみんなと一緒に書
き込む機会を作らなければ，その後の書き込みが減少す
ることが分かった．

既に述べたように，going global と NOTA の更新状況
を比べると，going global は 1 人当たり書き込み数 6.1
件，NOTA は 17.2 件と going global の書き込み数が
少ないことが分かった（書き込み件数は参加人数調整済
み）．なぜ going global の書き込み数が少ないのか，考え
られる原因を挙げる．

（1）レスポンスの遅れ
KM さん（小 5 女子）と OE さん（小 4 女子）は 7

月 19 日に NOTA 上でレオニアの子どもからの返信を
待っているというやり取りを交わしていた．その後，レ
オニアの子は 2 人の質問に対して 9 月 26 日に返信を

したが，それに対しての OE さんの返信は 9 月 30 日と
早い．また，事後アンケートで「going global を使ってい
て不満や困ったことがありますか」という設問に対し，

「レオニアの子からの返信が少なかった」という回答が
あった．これらのことから，日本側の子どもたちは，相
手との投稿のやり取りをもっとしたかったが返事が少な
かったり，遅れたりしたことが阻害要因だったと考えら
れる．これについては，レオニア地区の子どもたちは 6
名と参加者が少なく，また普段，日本側の子どもたちの
ように一緒に特定の活動をしているわけでもなかったた
め，一緒に記入するチャンスが少なかったことが原因と
思われる．送られたレオニアからの投稿を見る限り，記
入した時には彼らも楽しんでいたようである．

（2）操作，アクセスの難しさ
国際部の会議で going global を使う際に，学生スタッ

フは国際部の記者から毎回のようにアクセスの仕方，操
作などの質問を受けた．フィールドノートに記録された
発言でも，例えば 8 月 3 日のつづきマイプラザ取材の
際，KS さん（高 3 女子），TM さん（小 5 女子）が
going global について「使い方が良く分からない」「使い
づらい」という発言をしていた．

また，2012 年 12 月 16 日のクリスマス会で実施し
たインタビュー，参与観察において，数名の小学生か
ら「パスワードも忘れたし，家では見ない」「going
global への行き方が分からない」，あるいは，「どうや
って返信したらいいですか？」「画像の載せ方が分かり
ません」といった使い勝手に関する質問があった．こ
れらは NOTA を使用するときにはあまり出てこない質
問である．

また事後アンケートでは，「going global を使っていて
不満や困ったことはありますか」という設問に対し，

「使い方が難しかった，サイトへの行き方が分からなか
った」という回答が一番多かった．

6．2　going global を使ったことによる日本や外
国への興味の変化

事前アンケートでも，国際部の子全員が外国への興味
がある，と答えていたが，事後アンケートでも，「日本
への興味が以前より高くなったか，外国への興味が以前
より高くなったか」の設問に対し，回答した 8 名は全
員が高くなったと回答した．また，国際部の活動でもっ
とやりたかったことを聞いたところ，「外国のことをも
っと知りたかった」とともに「going global をもっとやり
たかった」「もっと国際部の取材に行きたい」という意
見が出た．

going global のやりとりでは，国際部の子どもたちが
外国のことについて知りたいことを質問するだけではな

5

図4　going globalでの英語のやりとりの例
（個人名はマスキングしてある．図5も同じ）

図5　NOTAでのやりとりの例
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く，日本の事を紹介している書き込みも見られた．KS
さん（高 3 女子）はレオニアの子どもたちに自分がし
ている日本固有の習い事（お茶や日本舞踊）を紹介して
いた．これに対しては，レオニアの子どもたちも，地域
のお祭りやアメリカ特有の行事（サンクスギビングデ
ー）を紹介しており，お互いに地域についての情報発信
を行ない，感想を述べ合う様子が観察された．

7　考察
7．1　going global と NOTA の利用状況の比較

NOTA はツールボタンがあり，投稿したいページへ
行き，そこを押せば文字や図形が投稿できるようになっ
ている．一方，going global はトップページから，自分の
所属しているプロジェクトをクリックし，トピックを追
加する，をクリックし，投稿ボタンを押す，という複雑
さがある（表 2）．

そのことから使い方が分からず，家からの書き込みが
増えなかったのではないか．また，NOTA のトップペ
ージに going global へのリンクを貼ったところ，家から
の書き込みが増えたということから，サイトへの行き方
が分からないために会議の時しか更新が増えなかったの
ではないかと考えられる．

レスポンスの遅れ，ということも going global が盛り
上がらなかった原因の一つではないかと考えられるが，そ
れよりも操作の難しさ，アクセスの難しさが大きな要因
なのではないかと考える．また途中で飽きてしまったの
ではないか，という疑問については事後アンケートやイ
ンタビューから興味が持続していることが確認された．

7．2　going global を使ったことによる日本や外
国への興味の変化

国際部の子は，元々外国への興味はあるが，実際に外

国の子と交流をすることにより，文化や習慣などの違い
が分かり興味が向上した．さらに，外国の子へ日本の文
化を紹介することにより，外国だけではなく日本への興
味も向上したのではないかと考える．

小学生の子どもたちが，学校で流行している遊びや，
好きなお菓子，アイドルのことなどを紹介しているやり
取りが多く見られた．外国では何が子どもたちの間で人
気があるのか興味があるようだった．一方高校生の子は
日本の文化や習慣を紹介していた．外国の文化や習慣に
興味があるようだった．このように子どもたちの学年に
よって興味は異なるが，小学生でも普段外国の人に聞け
ないようなことを質問できるので，外国の文化や生活に
ついて知ることのできる良い機会となった．インターネ
ットを使えば外国のことを知ることができるが，地方の
学校で流行っていることやお祭りなどは知ることはでき
ない．そのような細かい外国のことについて知ることが
できるのが going global の魅力の一つになっているの
ではないかと考える．

7．3　国際交流学習への含意
多くの先行研究事例と異なり，今回の取組は学校教育

という枠組みの外で行われる取り組みだった．このた
め，やりやすかった面と，逆に難しかった面がある．

今後に向けた含意ということで，何点か上げていこ
う．まず，コミュニケーション内容について，事前にき
っちり打ち合わせて始めるのではなく，子どもたちの自
発的関心に合わせたコミュニケーションをすることがで
きたのはメリットといえるだろう．子どもたちはアンケ
ートや会話からも分かるように，アメリカの子どもたち
とのコミュニケーションを大変楽しんでいた．

次に言葉の壁についてだが，今回 going gloabal の参
加者は日米とも小学生が中心であり，特に日本の子ども
たちは，英語で文章を書くことにはあまり慣れていな
い．これについては，日本側スタッフの間でも事前に相
談して，子どもたちが英語を書く前に，NOTA 上で，
英語の得意なスタッフ（共催している NPO のメンバ
ー）にチェックとアドバイスをしてもらう，という体制
を用意した．しかし始めて見ると，学校的な「指導」に
ならずに進めるのは難しく，また英語でとなると，子ど
もたちに構えが生まれて闊達な書き込みが抑制された
り，やり始めたところで難しくなって書きかけの下書き
を削除してしまう，という例が見られた．このため，途
中からは無理に英語にせず，日本語で書いても大丈夫，
と勧めるようにした．

レオニアの側に日系の子どもたちがいるため，ある程
度日本語が読めること，読めない子にも，読める子や大
人スタッフ（JAPAN SOCIETY スタッフ）が説明してあ
げるということで，大きな問題は生じなかった．

表2　アクセスから書き込みまでのステップ数
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むしろアメリカ側スタッフによれば，今までどちらか
と言うと日本語学校に「行かされている」といった感覚
で日本語の勉強に熱心でなかった日系の子どもが，日本
の子どもとのコミュニケーションをしたいために，熱心
に勉強するようになったとのコメントがあった．

今回の「日本語で」というやり方は，学校教育現場と
異なり，英語をサポートできるスタッフが不足している
という自主的活動ならではの状況からくる苦肉の策でも
あったが，国際交流を考える上で，コミュニケーション
の相手として海外の日本語学校をもっと活用することが
お互いにとって有効であることを示唆している．

8　提言
今回の実践から，外国の子どもグループとの SNS で

の交流によって，外国や自国，あるいは自分の暮らす地
域への興味関心が向上することが確認された．今後は，
国際部以外の子どもたちも，内部だけで交流している
NOTA だけではなく，他団体と交流ができる SNS を提
供することが望ましい．

また今年はレオニアの子どもたちだけと交流したが，
レオニアだけでなく他の団体と交流することも必要で
ある．8 月には going global での交流は 0 回だった．ア
メリカの場合は，夏が年度の変わり目であることもあ
って，長期休暇にはいって連絡が途絶えたのもやむを
えないかもしれない．時間的な調整のしやすさを考え
ると，外国だけではなく国内で同じような地域メディ
ア活動をしている団体とやり取りをすることも面白い
かもしれない．

いずれにせよ，ジュニア編集局の長期的な継続のため
にも，次々に新しいことに挑戦していく必要がある．そ
の一つとして都筑区限定ではなく範囲を広げ，色々な地
域での取材をするということも子ども達の興味を広げる
きっかけになるのではないかと考える．
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注釈
（注１） つづきジュニア編集局の活動については，本号

掲載の守田・實方・中村論文を参照のこと．
（注２） JAPAN SOCIETY は，日米両国民の相互理解を

目的に著名な日米財界人らによって 1907 年に
設立された NPO 団体である．国際関係事業，
芸術文化事業のほか，教育事業の 1 つとして
学校教育プログラムを行なっている．going

global はその一環として，もともとは学校間
交流のために作られたサイトである．現在，
その活性化と有効な実施方法を探る試行を続
けており，その一環として，今回の交流が行
われた．
ジャパン・ソサエティー概要（日本語版）
http://www.japansociety.org/resources/
content/9/7/8/documents/JS％20General％
20Brochure-japanese.pdf

（注３） NOTA については下記サイトを参照．
http://nota.jp/ja/
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